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第
四
三
六
回 

青
葉
会 

令
和
四
年
八
月
二
十
五
日
（
木
）（
於
：
三
軒
茶
屋 

区
施
設
し
ゃ
れ
な
あ
ど
） 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

 

佐
藤
た
だ
し
げ 

西
澤
國
護 

長
谷
見
び
ん 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

 

投
句
・
選
句 

 
小
早
健
介 

朱
牟
田
恵
洲 

高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

 
古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 
 

伊
賀
山
そ
ら
お 

熊
谷
國
男
（
く
に
お
：
新
人
） 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

 

高
橋
敏
郎 
橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

 
 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

十
五
点 

◎
夜
深
く
足
袋
の
白
さ
や
風
の
盆 

 
 
 
 

け
い
子 

（
孤
・
く
・
〇
た
・
○
孝
・
恵
・
敏
・
康
・

雅
・
〇
允
・
正
・
啓
・
規
・
亜
・
〇
三
・
盛
） 

 

十
四
点 

◎
ベ
ー
ス
掃
く
球
審
の
背
に
西
日
濃
し 

 
 
 

康
敏 

（
〇
そ
・
紀
・
忠
・
孤
・
五
・
健
・
千
・
恵
・ 

敏
・
び
・
昇
・
〇
啓
・
亜
・
天
） 

 

十
一
点  

◎
炎
帝
の
寝
そ
べ
る
路
や
犬
の
舌 

 
 
  

 
 

啓
子 
（
紀
・
孤
・
く
・
〇
五
・
〇
千
・
た
・
清
・ 

け
・
亜
・
三
・
盛
） 

 

十
点 

 
 

繰
り
言
は
言
は
ぬ
祖
母
な
り
白
絣 

 
 
 

と
み
子 

（
紀
・
忠
・
〇
く
・
五
・
〇
恵
・
康
・
允
・ 

〇
正
・
昇
・
天
） 

 

七
点 

 
 

大
ま
か
に
ピ
ザ
切
り
分
け
て
浜
の
秋 

 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
そ
・
紀
・
五
・
と
・
隆
・
正
・
亜
） 

◎
一
陣
の
風
に
暦
の
秋
を
知
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 
 

（
紀
・
孤
・
た
・
孝
・
敏
・
國
・
允
） 

 

六
点 

 
 

か
な
か
な
や
釈
迦
堂
口
の
切
通
し 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
紀
・
く
・
ゆ
・
清
・
敏
・
啓
） 

宇
奈
月
の
湯
宿
寂
び
れ
て
河
鹿
笛 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
そ
・
紀
・
健
・
恵
・
昇
・
三
） 

◎
悲
し
み
の
川
染
め
て
ゆ
く
流
灯
会 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
そ
・
紀
・
忠
・
孤
・
た
・
國
） 

 

五
点 

 

◎
俤
の
一
つ
一
つ
へ
苧
殻
焚
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
忠
・
孤
・
く
・
〇
と
・
允
） 

 
 

絵
日
記
を
描
き
終
へ
子
等
の
夏
終
る 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
た
・
清
・
び
・
允
） 

華
や
げ
り
向
日
葵
墓
に
手
向
け
れ
ば 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
雅
・
び
・
け
・
盛
） 

境
内
に
コ
ー
ラ
ス
響
く
墓
掃
除 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
そ
・
紀
・
健
・
と
・
康
） 

◎
言
ふ
な
れ
ば
み
ん
み
ん
蝉
は
鼻
づ
ま
り 

 
 
 
 

恵
洲 

 
 

（
紀
・
孤
・
と
・
正
・
啓
） 

椎
の
木
の
根
元
に
数
多
蝉
の
穴 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
五
・
ゆ
・
雅
・
規
） 

◎
広
島
に
あ
の
日
あ
の
時
夏
の
雲 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
孤
・
敏
・
ゆ
・
昇
） 

 

四
点 

 
 

一
日
で
た
た
む
夕
べ
の
木
槿
か
な 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
孝
・
ゆ
・
三
） 

空
港
の
展
望
デ
ッ
キ
鰯
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
昇
・
清
・
規
・
天
） 

◎
ゆ
さ
ゆ
さ
と
茂
り
の
動
く
熊
の
鈴 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
紀
・
孤
・
千
・
亜
） 

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
西
瓜
上
げ
よ
と
メ
モ
下
り
る 

 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
健
・
康
・
昇
） 
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白
雨
く
る
土
と
樹
々
の
香
連
れ
て
お
り 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
孝
・
ゆ
・
龍
） 

◎
砂
浜
に
傾
ぐ
破
船
や
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
紀
・
孤
・
恵
・
規
） 

竹
竿
に
「
囮
」
の
旗
や
鮎
の
里 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
紀
・
恵
・
啓
・
三
） 

か
な
か
な
や
人
の
命
の
寂
し
さ
よ 

 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
紀
・
敏
・
雅
・
天
） 

か
な
か
な
に
気
づ
く
瞬
間
季
（
と
き
）
移
る 

 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
と
・
孝
・
び
） 

と
ん
ぼ
う
の
背
（
せ
な
）
を
眺
む
る
我
が
身
か
な 

 
 

仝 
 
 

（
紀
・
隆
・
雅
・
盛
） 

秋
め
い
て
髪
す
く
お
岩
玉
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
忠
・
清
・
正
） 

 

三
点 

 
 

初
秋
や
散
髪
す
ま
せ
句
会
の
座 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
康
・
隆
・
盛
） 

新
涼
の
湖
畔
に
上
る
間
歇
泉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
千
・
龍
） 

百
日
紅
変
は
ら
ぬ
日
々
と
人
に
言
ふ 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
忠
・
び
） 

思
ひ
立
ち
独
り
で
行
き
し
墓
参
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
孝
・
規
） 

能
楽
堂
に
小
方
見
事
に
日
焼
け
を
り 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

（
紀
・
亜
・
三
） 

 

盆
僧
の
孫
の
自
慢
を
ひ
と
く
さ
り 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
龍
・
隆
・
允
） 

無
意
味
な
る
格
好
つ
け
る
終
戦
日 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
紀
・
龍
・
け
） 

平
和
の
火
ゆ
ら
ぎ
を
囲
む
蝉
時
雨 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
そ
・
〇
盛
） 

プ
ー
チ
ン
君
戦
争
お
止
め
原
爆
忌 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
敏
・
け
） 

 

二
点 

 
 

水
澄
む
や
発
句
せ
む
と
て
句
帳
持
ち 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
健
・
啓
） 

長
崎
に
今
日
も
鐘
鳴
る
原
爆
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
た
） 

朝
顔
や
蔓
に
咲
く
花
萎
む
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仝 
 
 

（
敏
・
雅
） 

台
風
や
帆
柱
き
し
む
船
だ
ま
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
五
・
規
） 

 
 

ロ
ミ
ー
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
映
画
祭 

秋
立
つ
や
青
き
眼
に
見
つ
め
ら
れ 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 
 
 

（
紀
・
隆
） 

猛
暑
か
ら
一
転
す
さ
ま
じ
最
上
川 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
龍
） 

見
渡
せ
ば
小
雨
烟
る
や
定
家
の
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
龍
） 

雨
上
が
り
歌
う
が
ご
と
く
百
合
開
く 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
・
け
） 

街
静
か
う
な
ぎ
屋
だ
け
に
行
列
が 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
・
く
） 

高
原
の
宿
に
無
数
の
螢
灯
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仝 
 
 

（
紀
・
敏
） 

物
事
は
楽
観
的
に
百
日
紅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
紀
・
天
） 

山
椒
の
実
煮
て
の
ん
び
り
と
日
の
暮
れ
て 

 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
天
） 

老
夫
婦
土
用
鰻
は
到
来
も
ん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
・
國
） 

破
れ
垣
の
こ
れ
も
埋
草
藪
か
ら
し 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
啓
） 

「
終
活
の
手
引
書
」
難
儀
ち
ち
ろ
鳴
く 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
健
） 

 

一
点 

 
 
 
 

猿
之
助
の
「
浮
世
風
呂
」(

歌
舞
伎
座) 

三
助
の
洒
脱
な
踊
り
す
っ
き
り
と 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
正
） 

 
 

右
近
の
「
累
」（
国
立
劇
場
） 

冷
ま
じ
き
殺
し
場
無
残
喝
采
浴
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
け
） 

点
在
の
麦
稈
ロ
ー
ル
螇
蚸
跳
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
康
） 

秋
夕
焼
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
抛
物
線 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

シ
ャ
ワ
ー
浴
び
髭
を
当
た
り
て
夕
べ
来
る 

 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
） 
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白
芙
蓉
話
は
墓
や
六
代
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

 
 
 

目
の
前
に
雲
生
（
あ
）
る
る
さ
ま
避
暑
の
宿 

 
 

と
み
子 

 
 

（
紀
） 

か
の
戦
火
早
や
半
年
か
秋
暑
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
千
） 

絶
え
る
こ
と
な
き
雌
滝
の
水
と
音 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

な
つ
か
し
き
切
子
皿
出
し
夜
の
膳 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
） 

や
っ
と
聞
く
せ
み
の
鳴
き
声
雨
の
後 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
隆
） 

何
を
す
る
気
も
失
せ
か
ね
る
大
暑
か
な 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

燃
え
る
紅
色
鮮
や
か
に
終
戦
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
ゆ
） 

先
々
帝
の
声
を
今
年
も
敗
戦
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

（
と
） 

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
胸
を
は
だ
け
て
２
盃
目
を 

 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
） 

眠
た
き
を
メ
デ
ィ
ア
の
揺
す
る
敗
戦
忌 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
紀
） 

広
島
の
墓
参
た
つ
ぷ
り
水
掛
く
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
千
） 

 
 
 

秋
立
て
ば
明
け
染
む
刻
の
遅
く
な
り 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
び
） 

ひ
ぐ
ら
し
の
声
聞
き
又
も
涙
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
紀
） 

そ
れ
ぞ
れ
に
旧
り
し
家
々
垣
木
槿 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
） 

生
身
魂
は
稚
に
低
頭
笑
み
交
わ
す 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

【
句 

評
】 

 
 

※
が
付
き
一
字
下
げ
た
コ
メ
ン
ト
は
、
採
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
気
に
な
る
点
を
記
し
た
句
で
す
。 

十
五
点
句 

夜
深
く
足
袋
の
白
さ
や
風
の
盆 

 
 
 
 

け
い
子 

 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・「
風
の
盆
」
の
素
材
は
、「
風
」「
胡
弓
」「
月
」「
酔
芙
蓉
」「
本
門
寺
」
あ
た 

り
だ
が
、「
足
袋
の
白
さ
」
に
目
を
付
け
た
の
は
手
柄
。
な
お
、
冬
の
季
語
「
足 

袋
」
の
本
意
は
「
防
寒
」。 

 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
八
尾
の
風
の
盆
。
越
中
お
わ
ら
節
に
合
せ
て
踊
る
。
夜
も
更
け
て
踊
り
は
最
高 

潮
。
踊
り
手
の
足
袋
の
白
さ
が
一
層
際
立
っ
て
来
る
。
胡
弓
の
嫋
々
と
し
た
音 

色
が
耳
元
に
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
中
七
の
表
現
で
風
の
盆
の
静
け
さ
と
そ
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
様
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
風
の
盆
を
実
際
に
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夜
目
に
も
白
く
映
え
る
白
足 

袋
が
、
ゆ
か
し
い
で
す
ね
。
夜
祭
の
風
の
盆
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に 

思
え
ま
す
。
夜
深
く
、
の
措
辞
も
い
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
深
夜
ま
で
無
言
で
踊
る
踊
り
手
達
の
艶
や
か
な
優
雅
さ
を
暗
闇
の
中
の 

「
足
袋
の
白
さ
」
で
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。
哀
切
を
帯
び
た
胡
弓
の
調
べ
も
聞 

こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
風
の
盆
の
夜
を
徹
し
て
の
踊
り
、
薄
暗
さ
に
白
足
袋
が
印
象
的
だ
。
今
年
は 

三
年
振
り
で
縮
小
し
て9

月1

日
よ
り
行
わ
れ
る
予
定
。
今
年
の
風
の
盆
の
佳 

句
を
又
期
待
し
た
い
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
随
分
昔
、
青
葉
会
の
吟
行
旅
行
で
八
尾
の
お
は
ら
ま
つ
り
へ
連
れ
て
行
っ
て 

も
ら
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
夜
を
徹
し
て
踊
り
歩
く
男
女
の
列
、「
足
袋
の 

白
さ
」
の
措
辞
が
幽
玄
な
お
は
ら
踊
り
の
姿
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
胡
弓
の
音
な
ど
聴
覚
で
は
な
く
、
視
覚
で
夜
の
深
さ
を
捉
え
て
秀
逸
。 

 
 
 
 

 
 

※
五
郎
太
さ
ん
・
・
も
う
十
年
ほ
ど
前
で
し
ょ
う
か
、
青
葉
会
で
八
尾
に
吟
行
し
ま
し
た
。 

な
ん
と
も
雰
囲
気
の
あ
る
盆
踊
り
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

句
会
で
は
、
予
選
で
と
り
ま
し
た
が
、
季
重
ね
の
よ
う
な
気
が
し
て
、
迷
っ 
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た
あ
げ
く
に
落
と
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
い
わ
ゆ
る
夏
足
袋
、
冬
の
季
語
に
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
防
寒
用
の
も
の
で
は
な
い
の
で
い
い
の
だ
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

※
紀
久
男
・
・
・
・
残
念
な
が
ら
季
重
な
り
。 

 

十
四
点
句 

ベ
ー
ス
掃
く
球
審
の
背
に
西
日
濃
し 

 
 
 

康
敏 

 

 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
甲
子
園
の
主
審
は
重
い
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
に
身
を
包
み
、
汗
だ
く
。
追
い
打
ち
を 

か
け
て
背
中
に
ジ
リ
ジ
リ
と
西
日
が
照
り
付
け
る
。 

 
 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
私
の
愛
し
て
や
ま
な
い
野
球
の
句
で
す
ね
。
こ
れ
は
甲
子
園
全
国
高
校
野
球
大 

会
の
第
三
試
合
の
光
景
と
み
ま
し
た
。
審
判
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
汗
を
ふ 

き
ふ
き
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
つ
け
ベ
ー
ス
を
綺
麗
に
掃
く
姿
は
見
慣
れ
て
ま
す
が 

こ
ん
な
句
に
さ
れ
て
佳
い
句
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
草
野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
景
か
。
残
暑
の
西
日
中
、
暑
そ
う
。
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス 

の
後
か
ら
西
日
が
射
し
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
投
手
は
眩
し
い
だ
ろ
う
な
あ
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
夏
の
高
校
野
球
第
三
試
合
。
陽
は
傾
く
も
容
赦
な
く
照
り
付
け
て
い
る
。‶

球
審 

の
背
に
〟
で
、
今
日
の
最
後
の
試
合
も
無
事
に
こ
の
ベ
ー
ス
を
蹴
っ
て
踏
ん
で 

青
春
を
刻
ん
で
ほ
し
い
と
、
被
っ
た
泥
を
掃
く
球
審
の
願
い
ま
で
感
じ
ら
れ
ま 

す
。 

 
 

 
 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
球
児
な
ど
で
は
な
く
球
審
に
着
目
し
た
こ
と
の
功
。
映
像
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
こ
の
よ
う
な
句
を
詠
ん
だ
人
は
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

十
一
点
句 

炎
帝
の
寝
そ
べ
る
路
や
犬
の
舌 

 
 
 
 
 

啓
子 

 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
短
足
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
焼
け
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
路
は 

 

耐
え
ら
れ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
炎
天
の
路
傍
に
犬
が
舌
を
出
し
、
は
あ
は
あ
と
息
を
し
て
い
る
。
鎖
に
繋
が
れ 

た
犬
は
な
に
も
で
き
な
い
。「
炎
帝
」
は
夏
の
傍
題
で
、
夏
を
司
る
古
代
中
国
の 

神
の
名
。
実
に
滑
稽
味
の
あ
る
一
句
。
作
者
は
炎
暑
に
喘
ぐ
犬
を
憐
れ
ん
で
い 

る
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
私
も
先
月
意
味
が
ち
ょ
っ
と
不
明
な
、
似
た
よ
う
な
句
を
出
し
ま
し
た
。
こ
ち 

ら
の
句
は
暑
さ
に
喘
ぐ
犬
を
持
っ
て
き
た
の
で
生
き
生
き
と
し
ま
し
た
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
地
球
上
に
ド
カ
ッ
と
居
座
っ
て
い
る
炎
帝
で
す
が
、
ふ
と
目
を
路
上
に
移
す
と 

そ
こ
に
は
大
き
な
犬
も
暑
く
て
舌
を
出
し
て
い
る
光
景
が
さ
も
あ
り
な
ん
と
同 

感
し
ま
し
た
。
大
き
な
視
野
か
ら
小
さ
な
「
犬
の
舌
」
ま
で
視
点
が
フ
ォ
ー
カ 

ス
さ
れ
て
行
く
の
が
と
て
も
佳
い
と
思
い
ま
し
た
。
「
犬
の
舌
」
い
い
で
す
ね
ぇ
。 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
真
夏
の
厳
し
い
暑
さ
を
路
地
で
休
ん
で
い
る
犬
を
通
じ
て
、
巧
み
に
表
現 

し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
寝
そ
べ
ら
せ
る
発
想
が
面
白
い
。 

 

十
点
句 

 

繰
り
言
は
言
は
ぬ
祖
母
な
り
白
絣 

 
 
 

と
み
子 

 

 
 
 
 
 

 

く
に
お
さ
ん
・
・
お
ば
あ
さ
ん
は
や
た
ら
と
愚
痴
は
申
し
ま
せ
ん
、
と
作
者
は
確
信
し
て
い
る
。 

「
白
絣
」
と
い
う
措
辞
で
潔
く
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
お
ば
あ
さ
ん
で
あ
る
こ
と
が 

想
像
で
き
る
。「
白
絣
」
で
涼
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。
句
姿
も
凛
と
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
立
ち
居
振
る
舞
い
が
き
ち
ん
と
し
て
、
性
格
も
毅
然
と
し
て
潔
い
老
女
の
俤
が 
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白
絣
に
よ
く
映
え
て
、
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
愚
癡
な
ど
零
さ
ず
、
毅
然
と
し
た
老
婦
人
が
眼
に
浮
か
ぶ
。
季
語
の
白
絣
が
涼 

し
げ
で
、
効
果
的
だ
。 

 
 
 
 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
品
が
あ
る
。
隠
せ
な
い
も
の
と
は
そ
の
人
の
品
の
質
。
き
ち
ん
と
し
た
老
人
に 

脱
帽
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
絣
で
如
何
に
も
祖
母
ら
し
い
で
す
ね 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
さ
ん
・
・
私
は
祖
母
さ
ん
子
で
し
た
。
青
山
に
独
り
住
ま
い
の
祖
母
と
毎
週
芝
居
観
に
東 

 
 
 
 

横
ホ
ー
ル
や
歌
舞
伎
座
等
へ
。
食
事
は
赤
坂
飯
店
本
店
か
松
坂
屋
店
、
銀
座
の 

中
華
第
一
楼
。
明
治
生
ま
れ
の
気
骨
の
あ
る
人
で
、
長
火
鉢
に
煙
管
で
格
好
よ 

か
っ
た
。
周
り
の
人
に
睨
み
を
利
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。
肝
臓
癌
で
亡
く
な
っ 

た
時
、
通
夜
で
添
い
寝
し
た
事
を
憶
え
て
お
り
ま
す
。 

 

七
点
句 

 

大
ま
か
に
ピ
ザ
切
り
分
け
て
浜
の
秋 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
浜
焼
と
同
じ
く
、
浜
辺
で
の
食
事
は
楽
し
さ
優
先
。
上
五
に
雰
囲
気
が
現
れ
て 

い
る
。「
浜
の
秋
」
よ
り
「
浜
の
夏
」
が
い
い
。 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
「
大
ま
か
に
」
が
野
外
の
気
分
を
伝
え
て
絶
妙
。 

 

六
点
句 

 

か
な
か
な
や
釈
迦
堂
口
の
切
通
し 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

 

く
に
お
さ
ん
・
・
鎌
倉
で
の
一
句
。
作
者
は
釈
迦
堂
口
の
切
通
に
来
て
い
る
。
鬱
蒼
と
し
た
木
立 

の
中
で
聴
く
蜩
の
こ
え
に
作
者
の
心
は
自
然
と
「
武
士
の
都
鎌
倉
」
に
思
い
を 

馳
せ
た
。
蜩
は
深
い
森
や
林
を
好
み
、
そ
の
こ
え
は
も
の
悲
し
く
い
か
に
も
秋 

の
鎌
倉
に
相
応
し
い
。 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
が
目
瞼
に
浮
か
び
ま
す
。 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
か
な
か
な
が
鳴
け
ば
秋
、
そ
れ
で
も
散
策
に
は
ま
だ
暑
い
時
期
で
す
が
、
独
特 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
釈
迦
堂
口
の
切
通
し
の
前
に
佇
ち
、
刻
と
季
節
の
過
ぎ
行
く
様
に
想
い
を
馳 

せ
る
作
者
の
姿
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。 

宇
奈
月
の
湯
宿
寂
び
れ
て
河
鹿
笛 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
こ
の
温
泉
、
未
訪
で
す
が
、
寂
び
れ
た
温
泉
宿
に
せ
せ
ら
ぎ
あ
っ
て
、
そ
こ
か 

ら
寂
し
い
河
鹿
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
感
じ
は
、
デ
ジ
ャ
ヴ
ュ
の
感
強
く
、
雰 

囲
気
分
か
り
ま
す
。 

悲
し
み
の
川
染
め
て
ゆ
く
流
灯
会 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
灯
籠
に
亡
き
人
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
灯
篭
流
し
の
寂
し
い
・
哀
し
い
気
持
ち
を
う
ま
く
詠
ん
で
お
ら
れ
る
。 

 
 

紀
久
男
・
・
・
・
上
五
、
中
七
へ
の
句
頭
がKA

の
音
で
韻
を
踏
ん
で
い
ま
す
。 

一
陣
の
風
に
暦
の
秋
を
知
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
確
か
に
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
接
す
る
風
の
趣
き
で
左
右
さ
れ
る
。 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
暑
さ
が
続
い
て
い
て
も
ふ
と
し
た
時
の
風
に
、
暦
の
上
で
は
も
う
秋
だ
と
感
じ 

さ
せ
る
こ
と
を
上
手
く
詠
ん
で
い
る
。 

 

五
点
句 
 

俤
の
一
つ
一
つ
へ
苧
殻
焚
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
こ
の
歳
に
な
る
と
先
に
見
送
っ
た
人
は
多
い
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
面
影
を
辿
り 

つ
つ
迎
え
火
を
焚
く
。 
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く
に
お
さ
ん
・
・
盆
の
十
三
日
、
祖
霊
を
迎
え
る
た
め
玄
関
前
に
苧
殻
を
焚
く
。「
迎
火
」
で
あ
る
。 

作
者
は
故
人
一
人
一
人
の
面
影
を
胸
に
懇
ろ
に
苧
殻
を
焚
き
霊
を
迎
え
た
の
で 

あ
る
。
お
盆
の
夕
方
見
ら
れ
る
光
景
で
あ
る
が
、
昨
今
の
街
中
で
は
余
り
見
ら 

れ
な
く
な
っ
た
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
優
し
い
お
心
に
し
み
じ
み
と
し
た
情
緒
を
感
じ
ま
し
た
。 

絵
日
記
を
描
き
終
へ
子
等
の
夏
終
る 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
夏
休
み
の
終
わ
り
が
近
い
時
期
、
宿
題
に
対
す
る
親
の
感
じ
が
見
て
取
れ
る
。 

境
内
に
コ
ー
ラ
ス
響
く
墓
掃
除 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
私
は
仏
教
系
の
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た
。
併
設
の
保
母
養
成
所
の
お
姉
さ
ん
達 

の
歌
声
が
隣
の
お
寺
の
境
内
ま
で
届
い
て
い
た
。
今
日
は
お
盆
な
の
で
特
別
に 

本
堂
で
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
。 

言
ふ
な
れ
ば
み
ん
み
ん
蝉
は
鼻
づ
ま
り 

 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
将
に
言
い
得
て
妙
。
改
め
て
私
も
鼻
を
つ
ま
ん
で
「
ミ
ー
ン
ミ
ー
ン
ミ
ー
ン
」 

と
鳴
い
て
み
た
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
こ
れ
は
発
見
で
す
ね
。
確
か
に
と
思
い
ま
す
。
笑
い
ま
し
た
。 

 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
確
か
に
‼
み
ー
ん
み
ん
と
声
色
す
れ
ば
鼻
濁
音(

笑)  

落
語
・
川
柳
の
気
配
。 

椎
の
木
の
根
元
に
数
多
蝉
の
穴 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
観
察
眼
が
鋭
い
で
す
。 

 
 

広
島
に
あ
の
日
あ
の
時
夏
の
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
昭
和20

年8

月6

日
午
前8

時15

分
。
キ
ノ
コ
雲
が
市
街
を
覆
っ
た
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
夏
の
雲
に
原
爆
雲
を
想
起
し
ま
す
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
私
の
実
家
は
爆
心
地
か
ら
徒
歩
１
０
分
で
す
。
団
塊
世
代
で
被
爆
は
し
て
い
ま 

せ
ん
が
、
原
爆
の
惨
状
を
聞
か
さ
れ
、
原
爆
の
瓦
礫
の
残
る
環
境
の
中
で
育
ち 

ま
し
た
。
積
乱
雲
を
見
る
と
原
爆
の
キ
ノ
コ
雲
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。 

私
に
と
っ
て
８
月
６
日
は
特
別
な
日
で
す
。 

 

四
点
句 

 

空
港
の
展
望
デ
ッ
キ
鰯
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
旧
い
羽
田
空
港
の
デ
ッ
キ
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

ゆ
さ
ゆ
さ
と
茂
り
の
動
く
熊
の
鈴 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
「
熊
出
没
注
意
」
の
立
看
板
に
逢
い
戦
い
た
覚
え
あ
り
。「
ゆ
さ
ゆ
さ
と
」
が 

そ
の
恐
怖
感
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
結
構
恐
怖
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
。 

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
西
瓜
上
げ
よ
と
メ
モ
下
り
る 

 
 

と
み
子 

 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
映
画
『
ス
タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
』
の
樹
上
の
小
屋
「
秘
密
基
地
」
が
思
い
出 

さ
れ
る
。
少
年
時
代
の
回
想
で
あ
ろ
う
か
。 

白
雨
く
る
土
と
樹
々
の
香
連
れ
て
お
り 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
夏
日
に
乾
い
た
土
が
夕
立
で
匂
い
を
発
す
る
瞬
間
を
捉
え
た
感
覚
が
素
晴
ら
し 

い
で
す
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
音
が
微
か
な
季
節
の
香
り
を
運
ん
で
来
る 

蓋
し
名
句
。 

砂
浜
に
傾
ぐ
破
船
や
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
が
拉
致
さ
れ
た
新
潟
の
海
岸
に
、
北
朝
鮮
の
工
作
船
が
漂 

着
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
「
赤
と
ん
ぼ
」
が
め
ぐ
み
さ
ん
の
望
郷
の 
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念
を
象
徴
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
こ
れ
も
、
既
視
感
の
あ
る
句
。
砂
浜
に
打
ち
捨
て
ら
れ
た
船
の
残
骸
に
も
赤
と 

ん
ぼ
は
と
ま
る
。
死
と
生
の
対
比
と
言
っ
た
ら
大
袈
裟
か
？ 

竹
竿
に
「
囮
」
の
旗
や
鮎
の
里 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

 
恵
洲
さ
ん
・
・
・
ア
ユ
釣
り
の
名
所
の
景
。
釣
り
に
は
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
謂
友
釣
り
用 

の
囮
の
鮎
を
売
る
店
が
あ
る
の
で
す
ね
。
釣
り
を
知
ら
な
い
者
か
ら
見
る
と
、 

あ
る
意
味
物
騒
な
「
囮
」
一
字
の
旗
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
も
あ
り
ま
す
。 

か
な
か
な
に
気
づ
く
瞬
間
季
（
と
き
）
移
る 

 
 
 

亜
也 

 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
蝉
の
な
か
で
も 

か
な
か
な
は
特
別
で
す
。
夏
の
終
わ
り
を
気
付
か
せ
て
く
れ 

ま
す
。 

と
ん
ぼ
う
の
背
（
せ
な
）
を
眺
む
る
我
が
身
か
な 

 

亜
也 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
ト
ン
ボ
の
痩
せ
細
っ
た
背
を
眺
む
る
人
は
稀
有
な
人
。
飛
ぶ
の
に
は
機
能
的
な 

ス
タ
イ
ル
で
し
ょ
う
。 

 

三
点
句 

 

初
秋
や
散
髪
す
ま
せ
句
会
の
座 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
こ
の
二
ヶ
月
猛
暑
と
コ
ロ
ナ
七
波
の
た
め
自
粛
生
活
を
し
て
い
た
の
で
、
髪
は 

伸
び
放
題
で
ぼ
っ
さ
ぼ
さ
。
作
者
は
も
っ
と
几
帳
面
と
思
う
が…

。
初
秋
と
散 

髪
後
の
さ
っ
ぱ
り
感
が
調
和
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
散
髪
で
気
分
転
換
で
き
る
。
い
い
句
が
で
き
た
で
し
ょ
う
。 

「
新
涼
や
散
髪
す
ま
せ
句
会
ゆ
く
」
で
も
。 

一
日
で
た
た
む
夕
べ
の
木
槿
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
木
槿
の
特
徴
を
捉
え
た
表
現
が
見
事
で
す
。 

新
涼
の
湖
畔
に
上
る
間
歇
泉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
・
信
州
は
諏
訪
湖
の
景
で
し
ょ
う
か
、
懐
か
し
い
大
景
で
す
。 

能
楽
堂
に
小
方
見
事
に
日
焼
け
を
り 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
堅
苦
し
い
会
で
は
な
い
こ
と
も
言
外
に
あ
り
？ 

 

紀
久
男
・
・
・
・
夏
の
終
わ
り
ご
ろ
、
冴
え
な
い
大
人
の
中
に
子
ど
も
の
日
焼
け
し
た
健
康
な
顔 

や
手
が
ひ
と
き
わ
目
立
つ
。
上
手
く
句
に
詠
ま
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
作
品
で
す
。 

盆
僧
の
孫
の
自
慢
を
ひ
と
く
さ
り 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・「
他
人
の
自
慢
話
を
聞
き
た
い
人
は
い
な
い
。
失
敗
談
、
人
に
言
え
な
い
恥
ず
か
し 

い
話
が
人
の
心
に
響
く
の
で
あ
る…

」（
山
下
惣
一 

著
書
よ
り
）
目
に
映
る
法
事 

の
佳
句
で
す
ね
。 

 

無
意
味
な
る
格
好
つ
け
る
終
戦
日 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
同
感
‼ 

か
な
か
な
や
人
の
命
の
寂
し
さ
よ 

 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
余
計
な
こ
と
は
云
は
ず
に
人
の
命
が
き
い
て
い
ま
す
。 

 

二
点
句 

 

長
崎
に
今
日
も
鐘
鳴
る
原
爆
忌 

 
 

 
 

 
 

 
 

忠
彦 

 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
少
々
不
謹
慎
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
戦
後
流
行
っ
た
藤
山
一
郎
の
「
長
崎
の 

鐘
」
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

朝
顔
や
蔓
に
咲
く
花
萎
む
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

※
康
敏
さ
ん
・
・
切
字
の
用
法
に
つ
い
て
。
上
五
を
切
字
「
や
」
で
切
っ
た
場
合
、
中
七
・ 
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下
五
は
上
五
と
関
係
な
い
内
容
に
す
る
の
が
俳
句
の
定
石
と
云
わ
れ
、
二
物 

衝
撃
或
い
は
二
句
一
章
と
い
う
よ
う
で
す
。
例
え
ば
「
朝
顔
や
役
者
の
家
は 

ま
だ
覚
め
ず 

川
崎
展
宏
」。
御
句
は
一
物
仕
立
（
一
句
一
章
）
と
見
ま
す
の 

で
「
朝
顔
の
蔓
に
咲
く
花
萎
む
花
」
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

台
風
や
帆
柱
き
し
む
船
だ
ま
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ヨ
ッ
ト
か
練
習
用
の
帆
船
で
し
ょ
う
か
。
風
や
ら
雨
や
ら
が
強
ま
り
、
マ
ス
ト 

も
カ
タ
カ
タ
と
、
ギ
ー
ギ
ー
と
な
り
、
様
々
な
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

 
 

ロ
ミ
ー
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
映
画
祭 

秋
立
つ
や
青
き
眼
に
見
つ
め
ら
れ 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 
 

 
 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
見
つ
め
合
う
と
い
う
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
映
画
監
督
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
に
乾
杯
。 

猛
暑
か
ら
一
転
す
さ
ま
じ
最
上
川 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
山
形
県
に
降
る
雨
は
一
粒
残
ら
ず
最
上
川
に
そ
そ
ぐ! 

冬
も
来
て
ケ
ラ
ッ
シ
ャ 

イ(

下
さ
い)! 

茂
吉
は
詠
ん
だ 

[

最
上
川
逆
白
波
の
立
つ
ま
で
に
吹
雪
く 

ゆ
ふ
べ
と
な
り
に
け
る
か
も] 

若
い
頃
な
ら[

雪
が
降
る
貴
女
は
来
な
い]

の 

ア
ダ
モ
も
良
か
っ
た
。 

街
静
か
う
な
ぎ
屋
だ
け
に
行
列
が 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

 

く
に
お
さ
ん
・
・
土
用
の
丑
の
日
だ
ろ
う
か
。
炎
天
の
街
中
は
人
影
が
な
く
静
ま
り
返
っ
て
い 

る
。
た
だ
、
老
舗
の
う
な
ぎ
屋
だ
け
は
鰻
を
食
べ
よ
う
と
人
が
行
列
を
な
し 

て
い
る
。
熱
風
に
乗
っ
て
香
ば
し
い
匂
い
が
漂
う
。
こ
の
句
、
語
順
を
逆
に 

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

物
事
は
楽
観
的
に
百
日
紅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
つ
る
り
と
し
た
幹
の
百
日
紅
が
き
い
て
い
ま
す
ね
。 

山
椒
の
実
煮
て
の
ん
び
り
と
日
の
暮
れ
て 

 
 
 

け
い
子 

 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
江
戸
の
下
町
の
風
情
が
は
っ
き
り
出
て
い
ま
す
ね
。 

「
終
活
の
手
引
書
」
難
儀
ち
ち
ろ
鳴
く 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

 

健
介
さ
ん
・
・
・
終
活
の
手
引
っ
て
さ
ぞ
か
し
難
義
で
し
ょ
う
ね
え
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
、 

終
活
っ
て
必
要
な
ん
で
し
ょ
う
ね
え
。 

 

一
点 

 
 

点
在
の
麦
稈
ロ
ー
ル
螇
蚸
跳
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
収
穫
後
の
麦
畑
の
あ
ち
こ
ち
に
転
が
る
巨
大
な
麦
稈
ロ
ー
ル
。
牛
馬
の
敷
き
藁 

や
飼
料
に
な
る
。
雄
大
な
風
景
に
、
小
さ
な
バ
ッ
タ
を
取
り
合
わ
せ
た
と
こ
ろ 

が
上
手
い
。 

 
 
 
 
 
 

 

※
紀
久
男
・
・
・
季
重
な
り
に
な
ら
な
い
か
と
採
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

秋
夕
焼
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
の
抛
物
線 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

紀
久
男
・
・
・
・
こ
ち
ら
も
角
川
で
は
ゴ
ル
フ
が
夏
の
季
語
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
季
重
な
り 

に
な
ら
な
い
か
と
迷
い
ま
し
た 

や
っ
と
聞
く
せ
み
の
鳴
き
声
雨
の
後 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
今
年
の
夏
は
梅
雨
が
特
別
早
く
明
け
、
蝉
の
鳴
き
声
が
遅
か
っ
た
。
蝉
の
声
に 

ほ
っ
と
し
た
夏
だ
っ
た
。「
雨
止
み
て
今
年
初
め
て
蝉
し
ぐ
れ
」
で
も
。 

 
 
 
 
 

燃
え
る
紅
色
鮮
や
か
に
終
戦
日 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
燃
ゆ
る
紅
と
終
戦
日
の
取
り
合
わ
せ
が
絶
妙
で
す
。 

 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 
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【
青
葉
会
予
定
】
ご
注
意
を
‼
今
月
の
句
会
は
諸
事
情
に
よ
り
、
例
外
と
し
て
第
四
金
曜
日
で
す 

令
和
四
年
九
月
二
十
三
日
（
金
・
祝
） 

会
場
： 

東
五
反
田 

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
グ
ラ
ン
ス
カ
イ 

２
Ｆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
間
：
十
三
時
～
十
六
時
半 

※
当
日
は
世
話
人
の
紀
久
男
さ
ん
は
胃
の
ポ
リ
ー
プ
進
行
に
よ
る
手
術
の
為
ご
欠
席
で
す
。 

※
ご
参
加
を
お
考
え
の
方
は
今
回
初
め
て
の
場
所
で
、JR

大
崎
駅
近
く
の
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
付
属
の
コ
ミ
ュ
ニ 

テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
す
。
こ
の
後
の
【
会
場
】
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
投
句
締
切
：
九
月
二
十
一
日
（
水
）
中
。 

◇
ご
参
加
の
ご
意
向
、
投
句
は
今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル
宛
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
今
回
の
新
会
場
地
図
】 

会
場
：
品
川
区
東
五
反
田
２
丁
目
１
０
の
１
「
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
グ
ラ
ン
ス
カ
イ
」
２F

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」 

句
会
：1

3

：0
0

～1
7

：0
0

（
予
定
） 

集
合
：1

2

：4
0
 

J
R

山
手
線
五
反
田
駅
ホ
ー
ム
の
大
崎
寄
り
の
最
先
端
（
上
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
手
前
） 

 
 
 

集
合
時
刻
に
間
に
合
う
方
は
ご
一
緒
に
会
場
へ
。
時
間
が
合
わ
な
い
方
は
次
の
「
道
順
」
に
従
い
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

※
た
だ
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
玄
関
で
は
孤
舟
さ
ん
の
お
嬢
様
に
連
絡
を
し
て
玄
関
扉
を
開
け
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り 

ま
せ
ん
の
で
、
左
記
緊
急
連
絡
先 

孤
舟
さ
ん
、
或
い
は
星
田
宛
必
ず
ご
連
絡
下
さ
い
。 

道
順
：
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
登
り
詰
め
た
と
こ
ろ
に
、J

R

と
池
上
線
の
改
札
口
あ
り
。（
ビ
ル
の
４F

） 

 
 
 

池
上
線
の
改
札
口
に
入
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

J
R

の
改
札
口
を
出
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
１F

へ
降
り
る
。（
１F

は
東
急
ス
ト
ア
の
ス
ー
パ
ー
） 

 
 
 

ス
ー
パ
ー
を
出
る
と
目
の
前
に
大
通
り
（
３
１
７
号
線
）
あ
り
。
こ
の
大
通
り
を
右
手
方
向
へ
進
む
。 

 
 
 

約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
先
の
２
つ
目
の
信
号
で
、「
は
る
や
ま
」
と
「
松
屋
」
の
間
（
写
真
参
照
）
を
右
折
す
る
。
道
路
左
側

を
１
５
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
直
進
。
途
中
に
パ
ン
の
「M

a
iso

n
K

a
y
se

r

」
、
ス
ー
パ
ー
「
フ
ー
デ
ィ
ア
ム
」
あ
り
、
そ
の
隣

り
の
ビ
ル
（
目
黒
川
の
橋
の
手
前
）
が
会
場
で
す
。（
写
真
参
照
） 

地
図
の
黄
色
印
が
会
場
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。 

 
 
 

※
な
おJ

R

を
使
わ
ず
に
五
反
田
駅
へ
来
ら
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
状
況
に
応
じ
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。。 

 
 

 
 

緊
急
連
絡
先
： 

川
口
襄 

 

携
帯

0
9
0
‐

4
0

7
6
‐

5
9
3

0

／
星
田
啓
子 

携
帯

0
8
0
‐

8
8
7
0
‐

8
2
0
1
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「はるやま」

と「松屋」 

の間 

パークタワー

グランスカイ     

玄関 
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青
葉
会
報 

一
、 

今
回
は 
び
ん
さ
ん
始
め11

名
が
出
席
。
投
句
は
理
論
家
の
康
敏
さ
ん
ら12

名
。
選
句
の
み
は
、
そ
ら

お
さ
ん
、
新
人
の
熊
谷
國
男
（
く
に
お
：「
一
葦
（
い
ち
ゐ

）」
同
人
。
俳
人
協
会
新
潟
支
部
長
）
さ
ん
ら 

10

名
。
い
つ
も
の
五
郎
太
さ
ん
の
捌
き
で
け
い
子
さ
ん
、
康
敏
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
が
好
成
績
で
し
た
。 

千
恵
さ
ん
の
蓬
莱
（
飛
騨
）
啓
子
さ
ん
の
真
澄
（
諏
訪
）
忠
彦
さ
ん
の
弥
右
衛
門
（
会
津
喜
多
方
）
國
護

さ
ん
の
缶
ビ
ー
ル
、
と
み
子
さ
ん
の
銘
菓
、
啓
子
さ
ん
の
お
つ
ま
み
等
を
賞
味
し
つ
つ
丸
紅
の
日
経
広
告

（
七
月
、
八
月
）
と
盛
雄
さ
ん
推
薦
の 

有
本
雄
美
著
「
も
う
一
人
の
芭
蕉
」
を
回
覧
し
ま
し
た
。 

 

二
、 

関
係
者
近
詠 

お
昼
寝
を
拒
む
児
昼
餉
の
保
母
の
膝 

 
 

 
眞
希
子 

 
 

頸
椎
の
コ
キ
と
鳴
る
迄
二
重
虹 

 
 
 

    

陽
亮 

梅
雨
冷
え
を
正
座
に
封
じ
校
正
中 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

明
け
易
し
他
人
のB

面
よ
く
見
え
る 

 
 

  

仝 

嬰
に
添
ひ
て
母
性
も
長
け
よ
ゆ
す
ら
梅 

 
 
 
 

仝 
 
 

夜
の
蜘
蛛
嗚
呼
黄
泉
よ
り
の
使
者
の
貌 

 
  

  

仝 

弱
く
と
も
主
の
弟
子
た
ら
ん
姫
女
苑 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

蝉
穴
や
脳
裏
に
泛
ぶ
マ
リ
ウ
ポ
リ 

 
 
 
 

   

仝 

春
耕
の
畑
に
肩
組
む
道
祖
伸 

 
 
 
 
 
 
 

弘
子 

  
薔
薇
の
棘
よ
り
ロ
シ
ア
の
棘
の
悪
（
に
く

）
き
こ
と   

仝 

二
階
か
ら
三
階
か
ら
出
る
鯉
幟 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

巳
之
助
・
壱
太
郎
ら
の
「
車
引
」 

ボ
ル
ゾ
イ
の
脚
も
つ
れ
さ
う
春
堤 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

豪
快
に
編
笠
飛
ば
す
夏
芝
居 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

辣
薤
漬
ほ
ど
よ
き
頃
や
カ
レ
ー
煮
る 

 
 

 
 
 

仝 
 
 
 

 

猿
之
助
・
右
近
ら
の
「
猪
八
戒
」 

婚
礼
の
出
席
の
丸
新
樹
の
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

京
劇
の
殺
陣
に
負
け
じ
と
夏
歌
舞
伎 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
中
節
・
河
東
節
の
「
古
曲
の
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寂
れ
ゆ
く
古
曲
の
人
々
梅
雨
に
入
る 

 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」
九
月
号
（
横
澤
放
川
選
） 

 

秋
暑
し
い
つ
し
か
吾
も
初
期
の
惚
け 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 

一
芸
に
秀
づ
人
か
な
涼
し
眉 

 
 
 
 
 
 

健
介 

太
陽
の
塔
へ
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
ぐ 

 
 
 
 

仝 
 
 

籠
り
居
て
読
む
は
清
張
戻
り
梅
雨 

 
 
 
 
 

仝 

信
義
な
き
露
国
の
動
き
う
そ
寒
し 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

夜
も
残
暑
戦
中
歌
謡
高
唱
す 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

村
の
名
は
昔
の
ま
ま
の
地
蔵
盆 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

磯
釣
り
の
魚
信
少
な
き
残
暑
か
な 

 
 
 
 
 

仝 

老
ひ
て
な
ほ
冴
へ
し
味
覚
や
山
椒
の
実 

 
 
 
 

仝 
 
 

初
秋
や
散
髪
す
ま
せ
句
の
席
へ 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
紫
つ
い
ば
む
鳥
の
可
愛
く
て 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
八
月 

 

三
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

―
―
―

（「
爽
樹
」
誌
９
月
号
） 

 
 
 
 

ど
の
子
に
も
無
限
の
未
来
揚
雲
雀 

 
 
 

 

分
校
は
み
ん
な
が
主
役
島
の
春 

 
 
 

 

あ
い
の
風
島
の
膨
ら
む
大
漁
旗 

 
 
 

 
T

シ
ャ
ツ
に
大
き
鯨
や
夏
来
る 

 
 
 

 

朴
咲
い
て
花
の
数
だ
け
大
志
あ
り 

 

令
和
四
年
九
月 

十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


